
東京証券取引所が、上場企業の中で企業内容などを
適時・適切に投資家に分かりやすく開示しているなど、

ディスクロージャーに積極
的に取り組んでいると認
めた企業を表彰するもの
で、当社は、受賞7社のう
ちの1社に選ばれました。
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コニカミノルタ ヘッドライン2009

［MFP分野］オフィス向けカラーMFP：戦略商品「bizhub（ビズハブ）」シリーズの販売が、欧州および
アジア市場で好調に伸長。
プロダクションプリント：業界初の高彩度トナーを搭載した
高速カラー機「bizhub PRO（ビズハブプロ） C65hc」を
はじめとする新製品を中心に事業領域を拡大。
［プリンター分野］高付加価値のカラー複合機のライン
アップが市場で高い評価を受け、販売台数は前期を上回
る増加。

▶売上高 6,236億円　▶営業利益 525億円

［医療・ヘルスケア分野］小型CR機「REGIUS（レジウス） 
MODEL 110」の販売が国内外で好調に伸び、リモートケア契約
など新たなサービス収益の拡大にも寄与。
［印刷分野］オンデマンド印刷機やデジタル色校正機の販売に注
力するが、長引く不況で顧客に
おける新規設備導入の凍結や延
期の傾向が強まり、伸び悩み。

▶売上高 1,258億円
▶営業利益 　  30億円

情報機器事業 メディカル＆グラフィック事業

［ディスプレイ部材分野］VA-TACフィルム：液晶パネルメーカー各社の急激な減産の影響を受けるが、
年間販売数量の伸びは堅持。
［メモリー分野］光ピックアップレンズ：圧倒的な市場ポジションを持つBD用光ピックアップレンズは需要
が急減速したが、販売数量は前期並みを維持。
ガラス製ハードディスク基板：メーカーの減産調整を受けるが、前期
並みの販売数量を確保。
［画像入出力コンポーネント分野］カメラ付携帯電話用マイクロカ
メラモジュールなどの減産調整の影響で販売は伸び悩み。

▶売上高 1,734億円　▶営業利益 125億円

製品情報

CSR経営オプト事業 計測機器事業

光源色、物体色、三次元の主要3分
野における主力製品の販売拡大に
取り組むが、世界経済の急減速の
影響により主要顧客である自動車、
電機などの製造業において設備投
資抑制の影響を受け、販売数量は
伸び悩み。

▶売上高 83億円
▶営業利益 3億円

▶2008年度 事業別の動き トピックス◀

平成20年度東証上場会社表彰
「ディスクロージャー表彰」を受賞
（2009年3月）

第3四半期以降のメーカー各社の減産調整の影響を受け
売上高は前期比5%減収、営業利益は60%減益。

東京・新宿のコニカミノルタプラザに、「エコの森」が誕
生しました。コニカミノルタの環境への取り組みや、身
近な視点からエコを考える展示スペースです。

コニカミノルタプラザに
「エコの森」を開設
（2009年4月）

コニカミノルタ賞のテーマ「光と色」にご応募いた
だいた横田康治様（高知市）の作品「虹の水田」が
環境大臣賞／環境フォト大賞に選ばれました。

「環境フォト・コンテスト2009」の環境大臣賞が
コニカミノルタ賞の「虹の水田」に決定
（2008年11月）

米国発の世界同時不況や急速に進行した円の独歩高により
売上高は前期比11%減収、営業利益は42%減益。

主要顧客の設備投資抑制に伴い販売数量が伸び悩み
売上高は前期比15%減収、営業利益は71%減益。

デジタル化に伴うフィルム製品の需要縮小と急速な円高で
売上高は前期比22%減収、営業利益は60%減益。

2008年11月に開館した韓国で最大規模の科学館
「国立果川科学館」にプラネタリウムシステム「ジェミ
ニスターIII」を納入しました。同施設のドーム設計・施
工も当社が行っています。

韓国最大規模の国立科学館へ
最新鋭のプラネタリウムシステムを納入
（2008年11月）

左：（株）東京証券取引所グループ 代表取締役社長 斉藤惇氏
右：当社代表執行役社長（当時） 太田義勝

国立果川科学館 ジェミニスターIII

新開発の「高彩度トナー」採用により、デジタルカメラ
やコンピュータグラフィック（CG）の鮮やかな出力原
稿のニーズに応える、今までのオンデマンド印刷の枠
を超えた色再現領域を達成しました。

高彩度トナー搭載の高速カラー機
「bizhub PRO C65hc」新発売
（2009年2月）

プロダクションプリント市場の中でも、さらに高いレベ
ルでの高生産性・高耐久性が求められる分野をメイン
ターゲットにした、高速モノクロ出力機のフラッグシッ
プ機です。

高速両面同時出力「bizhub PRO 
2500P/2000P/1600P」新発売
（2008年11月）
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